
遠州灘海浜公園（篠原地区）基本計画策定までの主な経緯

昭和 37 年 12 月 都市計画決定
平成 21 年 ２月 浜松市総合水泳場（ToBiO）供用開始
平成 27 年 ５月 遠州灘海浜公園基本構想の検討開始
平成 28 年 ５月 遠州灘海浜公園基本構想を公表
平成 31 年 ３月 遠州灘海浜公園（篠原地区）基本計画の検討開始

７月 ウェブアンケート実施（県民 1,600 人）
８月 まちかどトーク（1,228 人から意見聴取）
９月 野球・ソフトボール関係団体ヒアリング（353 チーム）

令和２年 ３月 比較検討プラン＜原案＞の公表
（コンセプトの異なる３つの公園整備プラン）

令和２年 ６月 新型コロナウイルス感染症の影響で全庁的に大規模施設整備計画を
総点検

令和３年 ４月 総点検の結果を踏まえたアフターコロナ対応への見直しを開始
令和３年 12 月 アフターコロナ対応への見直しの結果、修正は必要ないことを公表
令和４年 ７月 環境影響予測調査実施

・アカウミガメの子ガメの動向が人工光の影響を受けることを確認
令和５年 ３月 公園整備プランの選定（みんなが楽しめる健康・スポーツ公園）

【メイン球場の構造：「照明施設の無い屋外型」・「ドーム型」】
令和５年 ６月 官民連携導入可能性調査実施

・詳細な需要調査を行った上で、野球場タイプの絞り込みや事業手法の検
討等を実施

令和６年 ３月 遠州灘海浜公園（篠原地区）基本計画(素案）策定
令和６年 ４月 遠州灘海浜公園（篠原地区）基本計画(素案）パブリックコメント実施
令和６年 ７月 遠州灘海浜公園（篠原地区）基本計画策定（野球場の規模・構造：

屋外型 1.3 万人、2.2 万人、多目的ドーム型 2.2 万人の３案併記）

※公園整備に関する各種団体からの主な要望
○新球場と浜松百年の計を考える市民有志の会・・・クローバー型ボールパークの整備
○静岡県野球協議会・・・・・・・・・・・・・・・収容人数 1.5 万人規模の野球場、

補助球場２面と雨天練習場併設の整備
○サンクチュアリエヌピーオー・・・・・・・・・・アカウミガメの保護
○多目的ドーム型スタジアム建設促進期成同盟会・・プロ野球開催可能な 2.2 万人規模

の多目的ドーム型スタジアムの整備
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